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付録
ワークシート
学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付
１ .今日の授業を振り返って気づいたことは何？
大学教育におけるコーチングと言語学の接点を考える　─「あいづち」を例にして─
−225−
２ .今週の課題一つ「わたしはこれをやってみます！」
３ .なぜそれをやってみようと思いますか？
４ .やってみるにあたり、気をつけるべき事柄、注意事項
５ .実際にやってみてどうでしたか？
６ .次へ向かうための心のビタミン（学んだこと、工夫したいこと、頑張ったねとほめ
てあげたいことなど、ポジティブなことを書こう）
